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哲学・倫理学文献のデータ化の有用性とテキストマイニングを用いた文献検索の見通し

七
九

哲
学
・
倫
理
学
文
献
の
デ
ー
タ
化
の
有
用
性
と
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ

を
用
い
た
文
献
検
索
の
見
通
し

土　

持　

貴　

志

は
じ
め
に

本
報
告
で
は
、
哲
学
・
倫
理
学
の
書
籍
お
よ
び
論
文
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
の
有
用
性
お
よ
び
デ
ー
タ
化
の
現
状
で
の
問
題
に
つ
い

て
述
べ
る
。

現
在
、
九
州
大
学
倫
理
学
研
究
室
で
は
、
研
究
室
内
の
書
籍
の
一
部
を
デ
ー
タ
化
す
る
作
業
を
進
め
て
い
る
。
デ
ー
タ
化
の
目
的
は

大
き
く
2
つ
あ
る
。
第
一
に
哲
学
・
倫
理
学
の
書
籍
は
質
の
高
い
も
の
で
も
書
店
で
の
取
り
扱
い
が
中
止 　

に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が

多
く
、
学
生
が
気
軽
に
読
ん
だ
り
手
に
入
れ
た
り
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
り
が
ち
な
現
状
に
鑑
み
、
教
員
が
選
定
し
た
教
育
機
関
所
蔵

の
書
籍
を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で
、
学
生
の
信
頼
で
き
る
書
籍
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
改
善
す
る
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
特
に
学
部
生
の

卒
業
論
文
執
筆
の
際
に
参
考
と
す
べ
き
文
献
へ
の
効
率
的
な
検
索
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
哲
学
・
倫
理
学
で
は
研
究
領
域
が
多

岐
に
わ
た
る
。
現
状
で
は
そ
れ
ら
の
研
究
内
容
や
議
論
同
士
の
関
係
性
を
検
索
す
る
シ
ス
テ
ム
は
な
く
、
学
生
自
身
が
一
か
ら
資
料
に

あ
た
る
か
、
教
員
や
所
属
院
生
等
に
個
別
に
質
問
す
る
か
と
い
う
、
地
道
な
方
法
し
か
存
在
し
な
い
。
そ
こ
で
、
学
生
の
所
属
す
る
研

究
室
等
で
所
蔵
し
て
い
る
文
献
を
デ
ー
タ
化
し
検
索
可
能
な
状
態
に
す
る
こ
と
で
、
研
究
に
資
す
る
環
境
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

G
oogle Scholar

等
を
利
用
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
か
ら
文
献
を
探
す
こ
と
も
可
能
で
は
あ
る
が
、
そ
の
文
献
が
ど
れ
ほ
ど
の
重
要
性

（
1
）



八
〇

を
持
っ
て
い
る
か
は
学
部
生
で
は
判
断
が
つ
か
な
い
こ
と
も
多
い
。
選
書
し
た
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
研
究
室
で
用
意
す
る
こ
と
で
、
論
文

執
筆
の
際
の
資
料
探
し
の
第
一
候
補
と
す
る
こ
と
が
研
究
論
文
執
筆
の
一
助
と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
次
の
フ
ロ
ー
で
デ
ー
タ
化
の
作
業
を
行
っ
て
い
る
。

①	
倫
理
学
研
究
室
所
有
の
資
料
の
分
類
、
整
理
を
行
う

②	

資
料
の
デ
ー
タ
化
を
行
い
、
検
索
可
能
な
資
料
に
す
る

③	

資
料
に
情
報
を
付
加
す
る
（
キ
ー
ワ
ー
ド
、
議
論
の
構
造
）

④	

検
索
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る

本
報
告
の
構
成
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
第
一
節
で
は
、
フ
ロ
ー
①
②
の
作
業
の
現
状
を
確
認
す
る
。
そ
し
て
、G

oogle Scholar

と

九
州
大
学
図
書
館
と
い
っ
た
他
の
文
献
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
の
比
較
を
行
う
こ
と
で
、
文
献
検
索
の
点
で
は
デ
ー
タ
化
を
行
う
こ
と
に
利

点
が
あ
る
と
述
べ
る
。
第
二
節
で
は
、
フ
ロ
ー
③
の
資
料
に
付
加
す
る
情
報
と
そ
の
活
用
と
し
て
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
設
定
を
挙
げ
る
。

今
後
の
見
通
し
と
し
て
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
て
各
文
献
に
機
械
的
な
処
理
を
行
う
こ
と
で
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
を
行

う
こ
と
の
実
現
性
と
困
難
さ
に
つ
い
て
述
べ
る
。
第
三
節
で
は
、
フ
ロ
ー
③
の
資
料
に
付
加
す
る
情
報
の
も
う
１
つ
の
例
と
し
て
、
文

献
内
に
示
さ
れ
る
議
論
の
構
造
を
あ
る
程
度
機
械
的
に
取
り
出
す
こ
と
を
挙
げ
、
現
状
で
の
可
能
性
に
つ
い
て
述
べ
る
。

第
一
節　
文
献
の
デ
ー
タ
化
の
現
状

現
在
の
と
こ
ろ
、
和
書
約
1
5
0
件
、
洋
書
約
4
0
0
件
の
合
計
約
5
5
0
件
の
書
籍
の
デ
ー
タ
化
が
完
了
し
た
。
基
本
的
に
は
い

ず
れ
の
書
籍
も
全
文
を
デ
ー
タ
化
し
蓄
積
し
て
お
り
、
こ
れ
は
詳
細
な
文
献
検
索
を
可
能
に
す
る
た
め
で
あ
る
。
他
の
文
献
検
索
サ
ー

ビ
ス
で
は
、
文
献
そ
の
も
の
を
所
持
し
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
、
そ
の
た
め
文
献
を
検
索
す
る
場
合
に
も
タ
イ
ト
ル
や
著
者
、
要
約
で
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の
検
索
に
限
定
さ
れ
て
い
る
が
、
全
文
検
索
を
可
能
に
す
る
こ
と
で
、
よ
り
詳
細
な
文
献
検
索
が
可
能
と
な
り
検
索
性
が
向
上
す
る
。

論
文
執
筆
に
役
立
つ
哲
学
・
倫
理
学
の
文
献
の
み
を
集
積
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
最
終
目
標
で
あ
る
。
近
年
は
応
用
倫
理
学
の
テ
ー

マ
で
卒
業
論
文
を
執
筆
す
る
学
生
も
多
い
。
特
に
生
命
倫
理
の
よ
う
な
学
際
的
な
テ
ー
マ
の
文
献
を
探
す
場
合
は
、
哲
学
・
倫
理
学
の

文
献
に
た
ど
り
着
く
こ
と
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
。
本
節
で
は
、
中
絶
を
例
にG

oogle Scholar

、
九
州
大
学
図
書
館
、
構
築
中
の
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
で
ど
の
よ
う
な
文
献
が
ヒ
ッ
ト
す
る
か
を
比
較
す
る
。

１
．
文
献
の
全
文
検
索

文
献
を
デ
ー
タ
化
し
本
文
を
含
む
内
容
を
所
有
す
る
こ
と
の
具
体
的
利
点
の
1
つ
は
、
特
定
の
語
が
本
文
中
に
含
ま
れ
る
か
ど
う
か

を
複
数
の
フ
ァ
イ
ル
を
横
断
的
に
検
索
で
き
る
点
で
あ
る
。
他
の
文
献
検
索
サ
ー
ビ
ス
だ
と
、
そ
の
語
が
タ
イ
ト
ル
に
含
ま
れ
る
か
、

目
次
や
キ
ー
ワ
ー
ド
を
別
途
設
定
し
な
け
れ
ば
検
索
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
全
文
検
索
が
可
能
に
な
る
こ
と
は
デ
ー
タ
化
の
明

確
な
利
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

全
文
検
索
はw

indow
s

の
標
準
機
能
で
可
能
で
あ
る
。
文
献
の
フ
ォ
ル
ダ
に
ア
ク
セ
ス
し
て
、
検
索
窓
に
検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入
力

す
る
。
そ
の
後
、
検
索
窓
下
の
「
検
索
オ
プ
シ
ョ
ン
」
→
「
フ
ァ
イ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
」
に
チ
ェ
ッ
ク
マ
ー
ク
を
入
れ
る
こ
と
で
文
字
認

識
を
行
っ
たpdf

やM
icrosoft W

ord

等
の
文
章
フ
ァ
イ
ル
に
検
索
ワ
ー
ド
が
含
ま
れ
る
か
の
検
索
が
可
能
に
な
る
（
図
1
）。
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
に
ロ
ー
カ
ル
保
存
さ
れ
た
デ
ー
タ
の
検
索
に
限
ら
れ
る
と
は
い
え
、
有
用
な
検
索
方
法
と
い
え
る
。
し
か
し
、
デ
ー
タ
化
し

た
文
献
フ
ァ
イ
ル
の
本
文
に
無
制
限
な
ア
ク
セ
ス
を
許
可
す
る
こ
と
に
は
著
作
権
の
問
題
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に
検
索
シ
ス
テ

ム
を
構
築
す
る
際
は
フ
ァ
イ
ル
へ
の
ア
ク
セ
ス
制
限
や
、
検
索
が
ヒ
ッ
ト
し
た
ペ
ー
ジ
の
み
の
表
示
に
制
限
す
る
な
ど
、
著
作
権
に
抵

触
し
な
い
方
式
を
採
用
す
る
予
定
で
あ
る
。



八
二

２
．
他
文
献
検
索
サ
ー
ビ
ス
と
の
比
較

本
節
で
は
、G

oogle Scholar

と
九
州
大
学
図
書
館
で
の
検
索
結
果
と
比
較
す

る
。
こ
の
2
つ
の
サ
ー
ビ
ス
を
選
ん
だ
理
由
は
、
九
州
大
学
の
学
生
が
文
献
を
検

索
す
る
際
に
利
用
が
予
想
さ
れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
実
際
に
論
文
執
筆
の
資

料
を
検
索
す
る
場
合
を
想
定
し
て“abortion ethics”

で
検
索
を
行
っ
た
。
そ
れ

ぞ
れ
の
検
索
結
果
は
図
2
と
図
3
の
通
り
で
あ
る
。

G
oogle Scholar

の
特
徴
は
文
献
の
網
羅
性
に
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
文
献

が
収
集
さ
れ
て
い
る
た
め
、
膨
大
な
文
献
が
検
索
に
ヒ
ッ
ト
す
る
。
し
か
し
、
3

つ
の
問
題
点
が
あ
る
。
1
つ
目
は
、
哲
学
・
倫
理
学
以
外
の
分
野
の
文
献
も
検
索

に
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
特
に
中
絶
の
よ
う
な
学
際
的
な
主
題
で
は
、

他
分
野
の
文
献
の
ヒ
ッ
ト
が
避
け
ら
れ
な
い
。
図
2
の
4
件
の
文
献
の
中
で
も
上

か
ら
2
番
目
は
医
学
分
野
の
論
文
で
あ
る
。“abortion ethics”

の
検
索
結
果
の
上

位
20
件
で
は
、
哲
学
・
倫
理
学
分
野
12
件
、
法
学
分
野
4
件
、
医
学
分
野
3
件
、

社
会
学
分
野
1
件
で
あ
っ
た
。
問
題
点
の
2
つ
目
は
、
文
献
の
評
価
が
困
難
で
あ

る
点
で
あ
る
。
網
羅
的
に
文
献
が
ヒ
ッ
ト
す
る
の
で
、
そ
の
文
献
が
哲
学
・
倫
理

学
の
問
題
を
扱
っ
た
も
の
な
の
か
、
ど
れ
ほ
ど
信
頼
で
き
る
内
容
か
等
の
評
価
は
学
部
生
に
は
困
難
で
あ
る
。
問
題
の
3
つ
目
は
、
検

索
結
果
か
ら
本
文
へ
ア
ク
セ
ス
す
る
方
法
が
多
岐
に
わ
た
り
複
雑
化
し
て
い
る
点
で
あ
る
。G

oogle Scholar

の
検
索
結
果
は
文
献
が

オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
し
て
お
りw

eb

上
で
全
文
閲
覧
で
き
る
も
の
や
、
文
献
の
一
部
を
公
開
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
。
上
記
の“abor-

tion ethics”

で
検
索
し
た
場
合
は
4
件
が
一
部
な
い
し
は
全
文
が
公
開
さ
れ
て
い
た
。
現
在
で
は
文
献
の
オ
ー
プ
ン
ア
ク
セ
ス
化
が
進

図 1　�“abortion” がタイトルには含まれないが本文中に使用されている文献を検索で
きる
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ん
で
い
る
と
は
い
え
、
多
く
の
文
献

で
検
索
可
能
な
の
は
書
誌
情
報
の
み

で
あ
り
、
本
文
を
確
認
す
る
に
は
別

途
文
献
を
購
入
で
き
る
か
調
べ
、
取

り
寄
せ
る
と
い
っ
た
手
続
き
が
必
要

で
あ
り
即
応
性
が
低
く
な
っ
て
し
ま

う
。九

州
大
学
図
書
館
で
は
選
書
と
い

う
過
程
を
経
て
い
る
分
、G

oogle 

Scholar

に
比
べ
て
資
料
の
信
頼
性
は

高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
こ
ち
ら
も
い
く
つ
か
の
問
題
点

が
あ
る
。
九
州
大
学
図
書
館
で
の
検

索
で
も
他
分
野
の
文
献
の
ヒ
ッ
ト
は

避
け
ら
れ
な
い
。
図
3
の
3
件
の
う

ち
1
番
目
は
イ
ス
ラ
ム
文
化
、
3
番
目
は
日
本
思
想
に
関
す
る
書
籍
で
あ
る
。“abortion ethics”

の
検
索
結
果
の
上
位
20
件
を
見
る
と
、

哲
学
・
倫
理
学
分
野
13
件
、
法
学
分
野
3
件
、
イ
ス
ラ
ム
文
化
分
野
2
件
、
歴
史
学
分
野
2
件
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
文
献
がE-journal

で
な
い
限
り
は
紙
の
書
籍
の
確
認
が
必
須
と
な
る
た
め
、
貸
出
中
や
別
置
の
文
献
で
あ
る
場
合
は
内
容
の
確
認
に
時
間
が
必
要
に
な
っ

て
し
ま
う
。
さ
ら
に
、
九
州
大
学
図
書
館
の
検
索
サ
ー
ビ
ス
で
は
シ
ス
テ
ム
上
に
本
文
そ
の
も
の
を
保
持
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
。
そ

図 2　Google Scholar での “abortion ethics” の検索結果

図 3　九州大学図書館での “abortion ethics” の検索結果



八
四

の
た
め
、
文
献
の
検
索
は
タ
イ
ト
ル
や
著
者
名
で
の
検
索
に
限
定
さ
れ
て
お
り
、
全
文
検
索
を
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

第
二
節　
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
の
実
現
性
と
困
難
さ

全
文
検
索
の
利
点
は
、
複
数
の
文
献
に
渡
っ
て
内
容
を
網
羅
的
に
検
索
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
文
中
に
一
度
で
も
そ
の

語
が
使
用
さ
れ
て
い
れ
ば
検
索
結
果
に
ヒ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
た
め
、
例
え
ば
中
絶
が
主
題
で
な
い
も
の
も
、
文
献
中
に
「
中
絶
」
が
登

場
す
る
な
ら
ば
検
索
結
果
に
引
っ
か
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な
る
。
検
索
結
果
を
よ
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

文
献
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
検
索
す
る
こ
と
が
有
用
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
文
献
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
機
械
的
に
抽

出
す
る
方
法
の
実
現
性
と
そ
の
難
し
さ
を
述
べ
る
。
そ
の
後
、
実
際
に
キ
ー
ワ
ー
ド
をpdf

フ
ァ
イ
ル
に
設
定
す
る
方
法
を
示
す
。

１
．K

H
 C

oder

を
利
用
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
の
抽
出

文
献
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
機
械
的
に
抽
出
す
る
方
法
と
し
て
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
手
法
を
用
い
た
。
こ
の
手
法
を
用
い
る
こ

と
で
、
文
章
中
に
特
定
の
語
が
使
用
さ
れ
る
回
数
や
、
特
定
の
単
語
同
士
が
セ
ッ
ト
で
使
用
さ
れ
る
回
数
を
定
量
的
に
分
析
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
本
報
告
で
は
「K

H
 C

oder

」
を
使
用
し
て
、
江
口
（2011

）
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
論
文
を
い
く
つ
か
分
析
し
た
。
こ
の
書

籍
を
選
択
し
た
理
由
は
、
中
絶
に
対
す
る
賛
成
論
、
反
対
論
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
を
ま
と
め
た
論
文
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
所
蔵
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。

抽
出
キ
ー
ワ
ー
ド
の
例
と
し
て
中
絶
に
反
対
す
る
立
場
で
あ
る
ド
ン
・
マ
ー
キ
ス
「
な
ぜ
妊
娠
中
絶
は
不
道
徳
な
の
か
」（
図
4
）
と
、

中
絶
を
許
容
す
る
立
場
で
あ
る
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ゥ
ー
リ
ー
「
妊
娠
中
絶
と
新
生
児
殺
し
」（
図
5
）
の
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
を
行
っ
た
。

図
4
と
図
5
で
抽
出
さ
れ
て
い
る
キ
ー
ワ
ー
ド
を
比
較
す
る
と
分
か
る
よ
う
に
、
マ
ー
キ
ス
論
文
で
は
「
不
正
」
や
「
殺
す
」
と
い
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う
語
が
上
位
に
あ
り
、
一
方
で
ト
ゥ
ー
リ
ー
論
文
で
は
「
権
利
」
や
「
原
則
」
と
い
う
語
が
上
位
に
き
て
い
る
。
使
用
さ
れ
て
い
る
語

の
頻
度
分
析
を
行
い
、
上
位
の
語
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
で
、
論
文
全
体
で
の
話
題
に
即
し
た
検
索
が
可
能
に
な
る
と

考
え
ら
れ
る
。

図 4　�KH Coder によるドン・マーキス「なぜ妊娠中絶は不道徳なのか」のキーワード抽出

図 5　�KH Coder によるマイケル・トゥーリー「妊娠中絶と新生児殺し」のキーワード抽出
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た
だ
、
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
を
機
械
的
に
行
う
こ
と
の
是
非
は
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
す
る
際
に
最
も

信
頼
性
が
高
い
方
法
は
教
員
あ
る
い
は
院
生
等
が
実
際
に
文
献
を
読
ん
で
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
時
間
的
、
経
済
的
な
コ
ス
ト
を

考
え
る
と
現
実
的
で
は
な
い
。
機
械
的
に
キ
ー
ワ
ー
ド
を
抽
出
す
る
方
法
は
多
量
の
フ
ァ
イ
ル
を
短
時
間
で
処
理
で
き
る
た
め
、
時
間

的
、
経
済
的
な
問
題
は
解
決
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
、
語
の
使
用
頻
度
は
少
な
い
が
本
文
中
の
議
論
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

語
を
見
逃
し
て
、
議
論
内
容
を
捉
え
そ
こ
ね
て
し
ま
う
危
険
性
が
あ
る
。

例
え
ば
、
マ
ー
キ
ス
論
文
に
は
「
避
妊
」
と
い
う
語
が
17
回
使
用
さ
れ
て
お
り
、
キ
ー
ワ
ー
ド
の
順
位
は
54
位
で
あ
る
。
し
か
し
論

文
中
で
は
、
胎
児
は
わ
れ
わ
れ
と
同
じ
よ
う
な
将
来
の
生
を
潜
在
的
に
持
つ
か
ら
中
絶
は
不
正
で
あ
る
、
と
い
う
マ
ー
キ
ス
の
主
張
に

対
し
て
、
同
じ
く
将
来
の
生
を
潜
在
的
に
持
つ
配
偶
子
を
死
な
せ
る
避
妊
も
不
正
か
と
い
う
想
定
反
論
と
、
そ
れ
に
対
す
る
マ
ー
キ
ス

の
再
反
論
が
行
わ
れ
て
い
る
。
仮
に
避
妊
も
不
正
で
あ
る
と
い
う
結
論
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
自
ら
の
分
析
の
難
点
に
な
る
と
マ
ー
キ

ス
自
身
が
認
め
る
よ
う
に
、
避
妊
に
関
す
る
議
論
は
マ
ー
キ
ス
論
文
の
理
解
に
重
要
な
役
割
を
持
つ
。
単
純
に
頻
度
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド

抽
出
で
は
分
か
ら
な
い
議
論
構
造
を
い
か
に
捉
え
る
か
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。２

．�

キ
ー
ワ
ー
ド
をpdf

フ
ァ
イ
ル
に
設
定
す
る
方
法

キ
ー
ワ
ー
ド
をpdf

フ
ァ
イ
ル
に
設
定
す
る
の
に
は
、A

dobe A
crobat 

Pro
を
用
い
た
。
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
い
フ
ァ
イ
ル
を
開
き
、「
フ
ァ

イ
ル
」
→
「
プ
ロ
パ
テ
ィ
」
を
選
択
し
（
図
6
）、「
文
書
の
プ
ロ
パ
テ
ィ
」

の
「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
の
欄
か
ら
設
定
が
可
能
で
あ
る
（
図
7
）。

図
7
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
設
定
し
た
白
紙
フ
ァ
イ
ル
で
あ
っ
て
も
、
図
8
の

よ
う
に
設
定
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
検
索
が
可
能
に
な
る
。

図 6　「文書のプロパティ」の開き方
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図 7　キーワードの設定方法

図 8　キーワード検索の結果
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第
三
節　
文
献
内
の
議
論
を
機
械
的
に
把
握
す
る
こ
と
の
困
難
さ

最
後
に
、
付
加
す
る
情
報
と
し
て
、
あ
る
い
は
検
索
可
能
な
情
報
と
し
て
望
ま
れ
る
、
文
献
の
哲
学
的
・
倫
理
学
的
な
議
論
の
内
容

に
つ
い
て
、
機
械
的
に
把
握
す
る
と
い
う
目
標
が
現
状
で
は
ど
の
程
度
達
成
で
き
る
見
込
み
が
あ
る
か
を
述
べ
る
。
文
献
の
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
を
構
築
す
る
最
終
的
な
目
標
は
、
特
定
の
文
献
が
、
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
の
ど
の
よ
う
な
議
論
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
立
場
を

擁
護
あ
る
い
は
批
判
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
議
論
の
構
造
が
機
械
的
に
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
を
検
索
で
き
る
よ
う
に

な
る
こ
と
で
あ
る
。

文
献
構
造
の
機
械
的
な
把
握
の
一
例
と
し
て
、C

hatG
PT

を
用
い
た
文
章
要
約
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
る
「A

I

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ

ン
グ
」
を
用
い
て
要
約
を
行
っ
た
。
例
え
ば
、
マ
ー
キ
ス
「
な
ぜ
妊
娠
中
絶
は
不
道
徳
な
の
か
」
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
た
。

本
論
は
、
中
絶
が
道
徳
的
に
許
容
可
能
か
ど
う
か
は
胎
児
の
道
徳
的
地
位
に
依
拠
す
る
と
い
う
前
提
の
下
で
、
中
絶
が
き
わ
め
て

不
正
で
あ
る
こ
と
を
示
す
議
論
を
提
示
し
て
い
る
。
胎
児
は
、
成
人
が
そ
れ
を
も
っ
て
い
れ
ば
そ
の
人
を
殺
す
こ
と
が
不
正
と
な

る
よ
う
な
性
質
を
も
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
中
絶
は
不
正
で
あ
る
。
本
論
は
、
宗
教
的
な
主
張
や
ロ
ー
マ
法
王
の
ド
グ
マ
に
依
拠

せ
ず
、
論
理
的
に
健
全
で
あ
り
、
安
楽
死
や
避
妊
と
矛
盾
し
な
い
。
ま
た
、
幼
児
に
関
す
る
直
観
に
も
対
応
し
て
い
る
。
中
絶
の

倫
理
に
ま
つ
わ
る
問
題
は
、
胎
児
の
性
質
を
決
定
す
る
と
い
う
問
題
で
あ
り
、
本
論
の
議
論
は
こ
の
問
題
に
解
決
を
も
た
ら
す
も

の
で
あ
る
。 　

こ
の
要
約
で
は
、
マ
ー
キ
ス
の
主
張
と
そ
の
根
拠
は
う
ま
く
表
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
宗
教
的
な
主
張
や
ロ
ー
マ
法
皇
の
ド
グ
マ
」

に
対
す
る
マ
ー
キ
ス
の
反
論
や
、「
安
楽
死
や
避
妊
と
矛
盾
し
な
い
」
と
さ
れ
る
議
論
の
構
造
は
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

（
2
）
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ま
た
、
ト
ゥ
ー
リ
ー
「
妊
娠
中
絶
と
新
生
児
殺
し
」
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
た
。

こ
の
文
章
は
、
妊
娠
中
絶
と
新
生
児
殺
し
に
つ
い
て
の
道
徳
的
な
問
題
を
扱
っ
て
い
ま
す
。
著
者
は
、
人
間
の
胎
児
と
新
生
児
が

生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
か
ど
う
か
に
焦
点
を
当
て
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
、
有
機
体
が
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
つ
た
め
に
は
、

持
続
的
な
自
己
と
い
う
概
念
を
持
ち
、
自
分
が
そ
の
よ
う
な
存
在
で
あ
る
と
信
じ
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま
す
。
彼
ら
は

ま
た
、
新
生
児
殺
し
の
問
題
に
つ
い
て
も
議
論
し
、
新
生
児
が
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
た
な
い
と
結
論
付
け
ま
す
。
最
後
に
、

彼
ら
は
自
己
意
識
要
件
を
擁
護
し
、
中
絶
と
新
生
児
殺
し
に
関
す
る
保
守
的
な
見
解
を
拒
絶
す
る
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
ま

す
。 　

ト
ゥ
ー
リ
ー
論
文
の
要
約
も
、
マ
ー
キ
ス
論
文
の
要
約
と
同
じ
特
徴
と
問
題
を
持
っ
て
い
る
。
ト
ゥ
ー
リ
ー
の
主
張
と
そ
の
根
拠
は
表

さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、「
新
生
児
が
生
命
に
対
す
る
権
利
を
持
た
な
い
」
と
結
論
付
け
る
議
論
や
、「
中
絶
と
新
生
児
殺
し
に
関
す
る

保
守
的
な
見
解
を
拒
絶
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
論
じ
ら
れ
る
根
拠
は
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

こ
の
2
つ
の
要
約
か
ら
見
て
取
れ
る
特
徴
に
、
①
何
の
問
題
を
扱
っ
て
お
り
、
②
何
を
主
張
し
て
い
る
か
（
ど
う
結
論
し
て
い
る
か
）

を
ま
と
め
て
い
る
、
と
い
う
基
本
構
造
が
あ
る
。
こ
の
形
の
要
約
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
論
文
の
主
題
と
筆
者
の
主
張
を
捉
え
る
こ
と
は

可
能
だ
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
構
造
で
は
、
そ
の
主
張
が
ど
の
よ
う
な
議
論
構
造
に
よ
っ
て
導
か
れ
た
の
か
を
読
み
取

る
こ
と
は
困
難
な
部
分
も
多
い
。
こ
れ
に
よ
り
、
哲
学
的
な
専
門
書
の
要
約
と
し
て
は
、
有
用
性
が
限
定
的
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
と

言
え
よ
う
。
と
い
う
の
も
、
哲
学
や
倫
理
学
の
研
究
の
多
く
は
、「
～
で
あ
る
か
」
と
い
っ
た
形
の
問
い
を
提
示
し
、
こ
れ
に
対
す
る
答

え
を
導
く
と
い
う
形
を
と
る
。
こ
こ
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
答
え
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
答
え
に
行
き
つ
く
プ
ロ
セ
ス
、
す
な
わ
ち

論
証
の
方
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
１
つ
に
は
、
答
え
は
た
い
て
い
の
場
合
、Yes

かN
o

か
の
大
き
く
分
け
て
二
択
に
な
る
の
で
、
答
え

（
3
）
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そ
の
も
の
が
新
し
い
と
か
示
唆
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
稀
な
の
で
あ
る
。
ま
た
、
経
験
的
実
証
を
行
う
他
の
研
究
分
野
と
異
な
り
、

哲
学
の
本
質
は
答
え
で
な
く
議
論
の
構
造
の
方
に
あ
る
以
上
、
答
え
の
部
分
自
体
は
成
果
に
は
な
り
に
く
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

哲
学
的
な
文
献
を
研
究
者
や
学
生
が
検
索
す
る
際
に
は
、
も
ち
ろ
ん
「
な
ん
の
問
題
に
つ
い
て
」（
書
籍
の
主
題
）「
ど
う
結
論
し
て
い
る

か
」（
筆
者
の
主
張
）
と
い
う
情
報
も
全
く
有
用
で
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
ら
を
「
ど
の
よ
う
な
観
点
か
ら
」
も
し
く
は
「
ど
の

よ
う
な
議
論
に
よ
っ
て
」
導
い
た
の
か
の
情
報
が
な
け
れ
ば
、
あ
ま
り
役
に
は
立
た
な
い
の
が
現
実
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
複
数
の
反
論
に
対
す
る
再
反
論
を
行
う
よ
う
な
論
点
を
複
数
持
つ
論
文
は
そ
の
議
論
構
造
を
要
約
の
形
で
取
り
出
す
こ
と

は
一
層
困
難
で
あ
る
。
例
え
ば
、
ハ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
徳
理
論
と
妊
娠
中
絶
」
は
次
の
よ
う
に
要
約
さ
れ
た
。

こ
の
文
章
は
、
徳
理
論
と
妊
娠
中
絶
に
つ
い
て
の
議
論
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
徳
理
論
に
は
、
徳
倫
理
学
や
徳
に
基
づ
く
倫
理

学
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
呼
び
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は
義
務
論
や
功
利
主
義
理
論
に
対
抗
で
き
る
理
論
と
し
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
徳
理
論
に
は
い
く
つ
か
の
批
判
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
文
章
で
は
、
そ
れ
ら
の
批
判
に
つ
い
て
論
じ
、
徳
理
論

が
妊
娠
中
絶
に
ど
の
よ
う
に
適
用
さ
れ
る
の
か
を
考
察
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
絶
に
関
す
る
議
論
に
は
女
性
の
権
利
や
生
命
の

価
値
に
つ
い
て
の
主
張
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
最
後
に
、
徳
理
論
に
対
す
る
批
判
や
議
論
の
結
論
に
つ
い
て
の
コ
メ
ン
ト
が
述
べ

ら
れ
て
い
ま
す
。 　

こ
の
要
約
か
ら
は
、
筆
者
が
本
文
中
で
徳
倫
理
に
対
す
る
複
数
の
反
論
を
紹
介
し
、
そ
れ
に
対
し
て
再
反
論
を
行
っ
て
い
る
、
と
い
う

こ
と
は
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
物
語
を
起
承
転
結
で
要
約
す
る
よ
う
に
話
の
流
れ
の
み
を
抜
き
出
し
た
要
約
に
な
っ
て
い
る

た
め
、
具
体
的
な
議
論
の
内
容
は
省
か
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
文
献
の
議
論
の
構
造
を
機
械
的
に
抽
出
す
る
こ
と
は
現
時
点
で
は
困
難

で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

（
4
）
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お
わ
り
に

本
報
告
で
は
、
哲
学
・
倫
理
学
文
献
の
デ
ー
タ
化
の
有
用
性
と
活
用
の
困
難
さ
に
つ
い
て
述
べ
た
。
文
献
を
デ
ー
タ
化
す
る
有
用
性

は
第
一
に
絶
版
に
な
り
入
手
が
困
難
に
な
っ
て
い
る
重
要
文
献
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
確
保
す
る
こ
と
、
第
二
に
複
数
の
文
献
を
横
断
的
に

検
索
可
能
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。

文
献
検
索
の
方
法
と
し
て
、
全
文
検
索
、
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
、
議
論
の
構
造
の
抽
出
を
挙
げ
た
。
全
文
検
索
は
文
章
フ
ァ
イ
ル
で
あ

れ
ばw

indow
s

の
標
準
機
能
で
可
能
で
あ
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
検
索
は
、
テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
の
手
法
を
用
い
る
こ
と
で
実
装
可
能
で

は
あ
る
が
、
機
械
的
な
頻
度
順
で
の
キ
ー
ワ
ー
ド
抽
出
の
是
非
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
議
論
の
構
造
を
機
械
的

に
抽
出
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、A

I
に
よ
る
文
章
の
要
約
を
用
い
た
と
し
て
も
現
状
で
は
困
難
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
。

注（
１
）�　

例
え
ば
、
Ｊ
．
ホ
ス
パ
ー
ズ
『
分
析
哲
学
入
門
』
や
、
Ｍ
．
ス
ミ
ス
『
道
徳
の
中
心
問
題
』

（
2
）�　

A
I

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
た
ド
ン
・
マ
ー
キ
ス
「
な
ぜ
妊
娠
中
絶
は
不
道
徳
な
の
か
」
の
要
約

（
3
）�　

A
I

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
た
マ
イ
ケ
ル
・
ト
ゥ
ー
リ
ー
「
妊
娠
中
絶
と
新
生
児
殺
し
」
の
要
約

（
4
）�　

A
I

テ
キ
ス
ト
マ
イ
ニ
ン
グ
を
用
い
た
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
ハ
ー
ス
ト
ハ
ウ
ス
「
徳
理
論
と
妊
娠
中
絶
」
の
要
約
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